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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置の封止方法および封止構造

(57)【要約】
【課題】  封止性能の向上により乾燥剤の挿入を不要と
することができるとともに、有機ＥＬ表示装置の厚さ方
向に対する小型化が図れる有機ＥＬ表示装置の封止方法
および封止構造を提供する。
【解決手段】  この有機ＥＬ表示装置の封止方法では、
封止用の板ガラス１１とガラス基板１とが、両者の間に
挟み込んだガラス材１３をレーザ光１５により加熱して
溶融あるいは軟化させることにより、封着されるように
なっている。ガラス材１３としては、はんだガラス等の
低融点ガラスが用いられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ガラス基板上に有機発光層を含んだ表示
素子部が形成され、その表示素子部が、その表示素子部
を覆うように前記ガラス基板上に配置された所定の封止
部材によって封止されている有機ＥＬ表示装置の封止方
法において、
前記封止部材の外縁部とその外縁部に対向している前記
ガラス基板の部分とを、加熱処理により溶融あるいは軟
化して前記ガラス基板および前記封止部材に結合するガ
ラスを材料とした接着材を用いて封着することを特徴と
する有機ＥＬ表示装置の封止方法。
【請求項２】  ガラス基板上に有機発光層を含んだ表示
素子部が形成され、その表示素子部が、その表示素子部
を覆うように前記ガラス基板上に配置された所定の封止
部材によって封止されている有機ＥＬ表示装置の封止方
法において、
前記封止部材にガラス製の封止部材を用い、
前記封止部材の外縁部とその外縁部に対向している前記
ガラス基板の部分とを加熱処理により溶融あるいは軟化
させて結合することを特徴とする有機ＥＬ表示装置の封
止方法。
【請求項３】  前記加熱処理が、封着すべき前記封止部
材の前記外縁部と前記ガラス基板の前記部分が対向して
いる部分に、レーザ光を照射することにより行われるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の有機ＥＬ表示
装置の封止方法。
【請求項４】  前記接着材には、低融点ガラスが用いら
れていることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表
示装置の封止方法。
【請求項５】  前記封止部材は、ガラスによって形成さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表
示装置の封止方法。
【請求項６】  前記封止部材は、板状のガラス板である
ことを特徴とする請求項５に記載の有機ＥＬ表示装置の
封止方法。
【請求項７】  ガラス基板上に有機発光層を含んだ表示
素子部が形成され、その表示素子部が、その表示素子部
を覆うように前記ガラス基板上に配置された所定の封止
部材によって封止されている有機ＥＬ表示装置の封止構
造において、
前記封止部材の外縁部とその外縁部に対向している前記
ガラス基板の部分とが、加熱処理により溶融あるいは軟
化して前記ガラス基板および前記封止部材に結合するガ
ラスを材料とした接着材を用いて封着されていることを
特徴とする有機ＥＬ表示装置の封止構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ表示装置
の封止方法および封止構造に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】有機ＥＬ表示装置は、図３に示すよう
に、ガラス基板１上に有機発光層を含んで構成される表
示素子部３が形成されており、その表示素子部３が湿気
に弱いため、その表示素子部３を覆うようにガラス基板
１上に配置された所定の封止部材５によって表示素子部
３が封止されている。
【０００３】これに対し、従来の有機ＥＬ表示装置の封
止方法では、封止部材５として金属ケースが用いられ、
図３に示すように、封止部材５とガラス基板１とが樹脂
製の接着材７により接着固定されるようになっている。
なお、図３中において、符号９は、乾燥剤を示してい
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述の
従来の封止方法では、封止部材５とガラス基板１とを樹
脂製の接着材７により接着固定するため、接着部での湿
気等の気体に対する密閉度が不完全であり、封止部材５
内に乾燥剤９を挿入する必要があるなどの改善の余地が
ある。この乾燥剤９の挿入は、製造工程の工数増加の原
因になっている。また、封止部材５に乾燥剤９を収容す
るための乾燥剤収容凹部５ａを設ける必要があり、この
乾燥剤収容凹部５ａの形成により、有機ＥＬ表示装置が
厚さ方向に大型化するという問題もある。
【０００５】そこで、本発明は前記問題点に鑑み、封止
性能の向上により乾燥剤の挿入を不要とすることができ
るとともに、有機ＥＬ表示装置の厚さ方向に対する小型
化が図れる有機ＥＬ表示装置の封止方法および封止構造
を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
の技術的手段は、ガラス基板上に有機発光層を含んだ表
示素子部が形成され、その表示素子部が、その表示素子
部を覆うように前記ガラス基板上に配置された所定の封
止部材によって封止されている有機ＥＬ表示装置の封止
方法において、前記封止部材の外縁部とその外縁部に対
向している前記ガラス基板の部分とを、加熱処理により
溶融あるいは軟化して前記ガラス基板および前記封止部
材に結合するガラスを材料とした接着材を用いて封着す
ることを特徴とする。
【０００７】また、前記目的を達成するための技術的手
段は、ガラス基板上に有機発光層を含んだ表示素子部が
形成され、その表示素子部が、その表示素子部を覆うよ
うに前記ガラス基板上に配置された所定の封止部材によ
って封止されている有機ＥＬ表示装置の封止方法におい
て、前記封止部材にガラス製の封止部材を用い、前記封
止部材の外縁部とその外縁部に対向している前記ガラス
基板の部分とを加熱処理により溶融あるいは軟化させて
結合することを特徴とする。
【０００８】さらに、好ましくは、前記加熱処理が、封
着すべき前記封止部材の前記外縁部と前記ガラス基板の
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3
前記部分が対向している部分に、レーザ光を照射するこ
とにより行われるのがよい。
【０００９】また、好ましくは、前記接着材には、低融
点ガラスが用いられているのがよい。
【００１０】さらに、好ましくは、前記封止部材は、ガ
ラスによって形成されているのがよい。
【００１１】また、好ましくは、前記封止部材は、板状
のガラス板であるのがよい。
【００１２】さらに、前記目的を達成するための技術的
手段は、ガラス基板上に有機発光層を含んだ表示素子部
が形成され、その表示素子部が、その表示素子部を覆う
ように前記ガラス基板上に配置された所定の封止部材に
よって封止されている有機ＥＬ表示装置の封止構造にお
いて、前記封止部材の外縁部とその外縁部に対向してい
る前記ガラス基板の部分とが、加熱処理により溶融ある
いは軟化して前記ガラス基板および前記封止部材に結合
するガラスを材料とした接着材を用いて封着されている
のがよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の一実施形態に係
る有機ＥＬ表示装置の封止方法の説明図である。なお、
図１に示す有機ＥＬ表示装置の構成において、前述の図
３に示す構成と対応する部分には、同一の参照符号を付
して説明を省略する。
【００１４】本実施形態に係る封止方法では、板状の板
ガラス１１が封止部材として用いられている。板ガラス
１１の外形形状およびサイズは、ガラス基板１に対応し
ている。
【００１５】そして、この板ガラス１１を用いた封止工
程は、以下のようにして行われる。
【００１６】まず、図１に示すように、表示素子部３を
覆うようにして板ガラス１１をガラス基板１上に対向配
置する。このとき、封着すべき板ガラス１１の外縁部１
１ａと、その外縁部１１ａに対向するガラス基板１の部
分（ここでは外縁部）１ａとの間には、接着材として機
能する低融点ガラス（ここでは、はんだガラス）からな
るガラス材１３が全周に渡って挟み込まれている。
【００１７】ここで、接着材として用いられるはんだガ
ラスには、Ｂ
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る。
【００１８】このような、ガラス材１３は、加熱される
と溶融あるいは軟化してガラス基板１および板ガラス１
１に一体に結合して、両者の間を完全に封着するように
なっている。
【００１９】なお、本実施形態では、ガラス材１３には
んだガラスを用いたが、ガラス材１３に並ガラス（ソー
ダライムガラス）を用いてもよく、あるいは、低融点ガ
ラスの粉末と樹脂バインダとが混合されてなるペースト
状のガラスペーストを用いてもよい。並ガラスとして
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などが用いられる。

【００２０】続いて、ガラス材１３が挿入されている部
分に、図１に示すように、レーザ光１５を照射して、加
熱処理を行う。この加熱処理により、ガラス材１３が、
溶融あるいは軟化し、図２に示すように、ガラス基板１
および板ガラス１１に一体に結合して、両者の間が完全
に封着される。
【００２１】ここで、ガラス材１３が効率よくレーザ光
１５を吸収して溶融あるいは軟化するようにするため、
炭素粉末等の粉末状の光吸収物質をガラス材１３に混入
させておくのが好ましい。
【００２２】以上のように、本実施形態によれば、封止
用の板ガラス１１とガラス基板１とを、ガラス材１３を
接着材として封着するため、封着部における湿気等の気
体の侵入を完全に遮断することができ、その結果、従来
のように封止部材内に乾燥剤を挿入する必要がなく、製
造工程の簡略化が図れる。
【００２３】また、従来のように封止部材に乾燥剤収容
凹部を設ける必要がないため、封止部材である板ガラス
１１の表示素子部３に対向している部分を平坦な構成に
することができ、これによって、有機ＥＬ表示装置の厚
さ方向に対する小型化が図れる。
【００２４】さらに、ガラス材１３の加熱処理がレーザ
光１５の照射により行われるため、ガラス材１３が挟み
込まれた板ガラス１１の外縁部１１ａとガラス基板１の
外縁部１ａの対向部分を部分的に的確に加熱して封着す
ることができ、加熱処理による熱によって表示素子部３
等に悪影響が及ぶのを防止することができる。
【００２５】また、接着材であるガラス材１３に低融点
ガラス（ここでは、はんだガラス）が用いられているた
め、比較的低温度の加熱により容易に封着を行うことが
できるとともに、加熱により表示素子部３等に悪影響が
及ぶのを防止することができる。
【００２６】さらに、封止部材が板ガラス１１によって
形成されているため、ガラス材１３が加熱により溶融あ
るいは軟化した際に、板ガラス１１とガラス基板１がガ
ラス１３を介して一体的に結合し、封止性能の更なる向
上が図れる。
【００２７】また、封止部材としてシンプルな板状のガ
ラス板１１が用いられているため、容易に封止部材であ
るガラス板１１を作成することができるとともに、有機
ＥＬ表示装置の厚さ方向に対する小型化が図れる。
【００２８】なお、本実施形態では、ガラス材１３を用
いて板ガラス１１とガラス基板１とを結合するようにし
たが、ガラス材１３を用いずに、板ガラス１１の外縁部
１１ａとその外縁部１１ａに対向するガラス板１の部分
１ａとを、加熱処理により溶融あるいは軟化させて直接
結合するようにしてもよい。
【００２９】また、本実施形態では、封止部材にガラス
板１１を用いたが、封止部材に金属部材（金属板等）を
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用いてもよい。
【００３０】
【発明の効果】請求項１に記載の発明によれば、封止部
材の外縁部とその外縁部に対向しているガラス基板の部
分とを、加熱処理により溶融あるいは軟化してガラス基
板および封止部材に結合するガラスを材料とした接着材
を用いて封着するため、封着部における湿気等の気体の
侵入を完全に遮断することができ、その結果、従来のよ
うに封止部材内に乾燥剤を挿入する必要がなく、製造工
程の簡略化が図れる。
【００３１】また、従来のように封止部材に乾燥剤収容
凹部を設ける必要がないため、封止部材の表示素子部に
対向している部分を平坦な構成にすることができ、これ
によって、有機ＥＬ表示装置の厚さ方向に対する小型化
が図れる。
【００３２】請求項２に記載の発明によれば、封止部材
にガラス製の封止部材を用い、封止部材の外縁部とその
外縁部に対向しているガラス基板の部分とを加熱処理に
より溶融あるいは軟化させて結合するようになっている
ため、封止部材とガラス基板との結合部における湿気等
の気体の侵入を完全に遮断することができ、その結果、
従来のように封止部材内に乾燥剤を挿入する必要がな
く、製造工程の簡略化が図れる。
【００３３】また、従来のように封止部材に乾燥剤収容
凹部を設ける必要がないため、封止部材の表示素子部に
対向している部分を平坦な構成にすることができ、これ
によって、有機ＥＬ表示装置の厚さ方向に対する小型化
が図れる。
【００３４】請求項３に記載の発明によれば、加熱処理
がレーザ光の照射により行われるため、封着すべき封止
部材の外縁部とガラス基板の部分との対向部分を部分的
に的確に加熱して封着することができ、加熱処理による
熱によって表示素子部等に悪影響が及ぶのを防止するこ
とができる。
【００３５】請求項４に記載の発明によれば、接着材に
低融点ガラスが用いられているため、比較的低温度の加
熱により容易に封着を行うことができるとともに、加熱*
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*により表示素子部等に悪影響が及ぶのを防止することが
できる。
【００３６】請求項５に記載の発明によれば、封止部材
がガラスによって形成されているため、ガラスを用いた
接着材が溶融あるいは軟化した際に、封止部材とガラス
基板が接着材を介して一体的に結合し、封止性能の更な
る向上が図れる。
【００３７】請求項６に記載の発明によれば、封止部材
がシンプルな板状のガラス板であるため、容易に封止部
材を作成することができるとともに、有機ＥＬ表示装置
の厚さ方向に対する小型化が図れる。
【００３８】請求項７に記載の発明によれば、封止部材
の外縁部とその外縁部に対向しているガラス基板の部分
とが、加熱処理により溶融あるいは軟化してガラス基板
および封止部材に結合するガラスを材料とした接着材を
用いて封着されているため、封着部における湿気等の気
体の侵入を完全に遮断することができ、その結果、従来
のように封止部材内に乾燥剤を挿入する必要がなく、製
造工程の簡略化が図れる。
【００３９】また、従来のように封止部材に乾燥剤収容
凹部を設ける必要がないため、封止部材の表示素子部に
対向している部分を平坦な構成にすることができ、これ
によって、有機ＥＬ表示装置の厚さ方向に対する小型化
が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の
封止方法の説明図である。
【図２】図１の封止方法により封止された有機ＥＬ表示
装置の構成を示す図である。
【図３】従来の有機ＥＬ表示装置の封止構造を示す図で
ある。
【符号の説明】
１  ガラス基板
３  表示素子部
１１  板ガラス
１３  ガラス材（接着材）
１５  レーザ光

【図１】 【図２】
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